






RIA 法によるクレチン症スクリーニングは、わが国を含め、世界各国で実施され、その有

用性が証明された。併し放射性同位元素(RI)の使用に伴う問題のため、実施不能のスクリ

ーニングセンターも少くなく、また廃棄物処理などの問題から、RIを用いない方法の開発

が必要とされ、われわれは昭和 54 年に、酵素免疫測定法(EIA)による TSH 測定法を発表し

た。その後この方法によるスクリーニングを実施し、種々の検討を行っているので、ここ

に、概要を報告する。 


